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2012 年 9 月 6 日 
株式会社日立製作所 

 

仮想ファイルプラットフォーム｢Hitachi Virtual File Platform 80｣を販売開始 
 

株式会社日立製作所(執行役社長：中西 宏明／以下、日立)は、このたび、ファイルストレージ製

品である仮想ファイルプラットフォーム｢Hitachi Virtual File Platform(日立バーチャルファイルプ

ラットフォーム)｣(以下、｢VFP｣)シリーズのエントリーモデル*1 において、内蔵 HDD(ハードディスクド

ライブ)容量を、現行モデル｢VFP70｣の 7.5 倍となる最大 36TB(テラバイト)に拡張した｢Hitachi 
Virtual File Platform 80｣(以下、｢VFP80｣)を製品化し、9 月 7 日から販売を開始します。 
*1 エントリーモデル：安価な価格帯で提供している中堅・中小企業や企業の拠点などでの設置に適したモデルラインアップで、「VFP50」

｢VFP80｣の 2 モデルがある。 
 

PC や多機能情報端末などの IT 機器を活用した業務や生活が一般的なものとなり、日々の業務や

購買行動などに伴い発生するメールやログ情報などの非構造化データ*2 は爆発的に増加しています。

それらを効率的に収集・分析し、新サービスの創出や業務改革に活用していくことは、大企業のみなら

ず、中堅・中小企業においても自社の競争力を高める上で重要課題となる一方で、IT コスト抑制への

ニーズは依然として高く、コストを抑えつつもデータを迅速に活用できるシステムが求められています。 

*2 非構造化データ：データを分割せず、そのまま利用できる状態でファイルとして管理するデータ(ファイルデータ)。メールや動画、画像の管

理システムなどはファイルデータ単位でデータの蓄積や送受信を行っている。 
 

日立は、企業の各拠点や部門などで発生した非構造化データをデータセンターに集約し、効率

的なデータ利用を実現する基盤として｢コンテンツクラウド｣を提唱し、その実現を支える製品、ソリュ

ーションを開発、提供しています。今回強化した｢VFP｣と、バックアップ／アーカイブ用のストレージ

装置｢Hitachi Content Platform（日立コンテンツプラットフォーム）｣(以下、「HCP」)は｢コンテンツクラ

ウド｣基盤を支える中核製品であり、企業の拠点や部門内に設置された｢VFP｣が、企業などのデータセ

ンターに設置された｢HCP｣と連携し、拠点とセンター間を接続することで、各拠点で発生したデータのデ

ータセンターでの一元管理や、データの利用頻度に応じた自動アーカイブ、バックアップなどの効率的

なデータ利用を実現しています。 
 

今回、｢VFP｣シリーズのエントリーモデルにおいて、新たに「VFP80」を製品化し、販売を開始しま

す。「VFP80」は、装置の内蔵 HDD 容量を最大 36TB と、現行モデルに比べ、7.5 倍に拡張しまし

た。これにより、各拠点に設置された「VFP」にキャッシュ*3 として保存できるデータ容量を拡張でき、

より高速なデータアクセスが可能となります。また、搭載 HDD に、現行モデルで採用している SAS*4 
HDD よりも安価で大容量なニアライン SAS HDD を採用し、容量を拡張しながらも価格は現行モデ

ルと同等に設定したことで、高いコストパフォーマンスを実現しています。 
 これらの強化により、｢VFP｣と｢HCP｣を組み合わせた｢コンテンツクラウド｣基盤を活用したデータの

利活用をさらに迅速にし、企業の競争力向上や事業の高付加価値化に貢献するとともに、IT コスト

の抑制も実現することで中堅・中小企業を中心とした小規模拠点での導入をさらに容易にします。 
*3 キャッシュ：使用頻度の高いデータを装置に内蔵されたHDDに保存しておくことで、別のストレージ装置からデータを読み出す作業を

省き、データアクセスを高速化できる仕組み。 
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*4 SAS：Serial Attached SCSI。 
 

また、｢VFP80｣は、筐体幅が2U*5と省スペースであるほか、設定操作を時系列で導くことができる

ウィザード形式でシステム設定が可能な GUI(Graphical User Interface)を管理画面に採用し、シス

テム導入や運用を容易とすることで約 10 分間で装置の初期設定を完了することができるなど、専門

のストレージ管理者の配置が難しい中堅・中小企業や、企業の拠点・部門での導入に適した現行モ

デル｢VFP70｣の特徴を継承しています。 
*5 1U は 44.45mm。 
 

日立は今後も、中堅・中小企業や企業の拠点向けに、｢VFP｣のさらなるラインアップ拡充や機能強

化を図り、データ運用の負担軽減や TCO(Total Cost of Ownership)削減を実現するソリューション

の提案、導入を積極的に展開していきます。 
 
 

■新製品の価格・出荷時期 

名称 概要 価格(税込) 出荷時期 

「Hitachi Virtual File Platform 80」 
エントリーモデル 

シングルノード構成 
209 万 2,650 円～ 

2012 年 

9 月 7 日 

 
■日立ストレージソリューションのホームページ 

http://www.hitachi.co.jp/storage/ 
 

■他社商標注記  

・記載の会社名および製品名は、各社の商標もしくは登録商標です。 

 

■取り扱い事業部・照会先 

株式会社日立製作所 情報・通信システム社 

IT プラットフォーム事業本部 ストレージビジネス推進部 [担当：小笠原] 
〒250-0872 神奈川県小田原市中里 322-2 
電話:0465-49-1111 (ダイヤルイン) 内線 5379 

 

                                                          以 上
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【添付資料】 

■｢Hitachi Virtual File Platform｣新モデルの製品仕様 

項目 仕様 

名称 Hitachi Virtual File Platform 80 

構成 
構成 シングルノード 

接続ストレージ 不要（ハードディスクドライブ内蔵） 

I/O 

インタフェース 

ギガビットイーサネットポート

(GbE:Copper) 

または 10 ギガビットイーサネットポート 

(10GbE:Optical) 

最大：GbE×10 または 

GbE×6＋10GbE×2 

容量 
最大搭載ディスクドライブ数 6 または 12 

物理容量*1 18TB または 36TB 

外形寸法 W×D×H(mm) 484×743×87 

質量(kg) 約 32.8 

標準消費電力(W) 100V / 200V   354 以下 / 350 以下 

省エネ法に

基づく表示 

(2011 年度

規定) 

区分 J 

エネルギー消費効率*2 0.60 

*1 1K バイト=1,000 バイトとして計算した値です。 
*2 エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定された消費電力を省エネ法で定める複合理論性能で割ったものです。 
 

以 上 



------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、 

お問い合わせ先、URL 等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と

情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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